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要旨：本稿では、樟蔭学園に遺る樟蔭女子専門学校の『検定ニ関スル試験問題集』の中から、技芸科の試験問題を翻刻、
紹介する。技芸科の試験問題は、「裁縫」の中等教員資格に関わるものであることから、「和裁」「洋裁」などの実技に大き
な比重がおかれていた点、デッサン・図解などを求める出題が多くなされていることから、単に裁縫技術だけでなく、和服・
洋服制作の前提となる図を描く技術の習得も重視されていたと考えられる点などを指摘した。さらに、ヨーロッパで学ん
だ大橋富枝（トミエ）氏が教鞭をとっていた事実から、樟蔭女子専門学校の当時の洋裁教育が、最先端かつ高度な水準にあっ
たと推定される点についても確認した。また、太平洋戦争中の1942年に決定され女性に着用が勧められた「婦人標準服」や、
「モンペイ」が問題の素材とされ、その制作に関わる出題がなされていることから、実技重視の「裁縫」試験問題においても、
戦争の影響が見出される点についても指摘した。
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はじめに

　本稿では、樟蔭学園に遺る樟蔭女子専門学校（以下、
「樟蔭女専」と記す）の『検定ニ関スル試験問題集』（以下、
『試験問題集』と記す）の中から、技芸科に関わる試験問
題を翻刻、紹介する。
　樟蔭女専は、1925（大正14）年12月に設置認可を受
け、翌年４月に開校した。技芸科は、国文科・家政科
とともに開校と同時に開設された学科で、両学科とな
らんで樟蔭女専の中核をなした。第二次世界大戦末期
の1944（昭和19）年には、技芸科は「被服科」と改称され、
さらに戦後の学制改革によって樟蔭女専が大阪樟蔭女
子大学へと転換した際には、被服学科へと改組された。
　ところで樟蔭女専は、1929（昭和４）年6月、中等教
員免許無試験検定取り扱いの認可を得、同年3月に卒
業した一期生に遡って、国文科には「国語」、家政科に
は「家事」、技芸科には「裁縫」の中等教員免許が認めら
れた１）。『試験問題集』は、この中等教員免許無試験検
定取り扱いに基づき、1929年から1949（昭和24）年まで
の間、中等教員免許を申請するに際し、毎年文部省に
添付書類として提出された試験問題の控えを綴ったも
のである。筆者はこれまでに、一期生が受験した1928（昭
和3）年度から敗戦の年度となる1945（昭和20）年度まで
の樟蔭女専国文科・家政科の試験問題を翻刻、紹介し
てきた２）。そこで本稿では、同期間を対象とし、「裁縫」
免許に関わる技芸科の試験問題を翻刻、紹介する（後掲

「表　検定試験問題（技芸科）一覧」参照）3）。

Ⅰ　技芸科試験問題の概観と特徴

　表からは、「裁縫」の中等教員免許に結びつく技芸科
の試験問題において、やはり「和裁」「洋裁」といった実
技が大きな比重を占めていることが見てとれる。
　それは、他の科目に比して長い試験時間が、如実に
現している。例えば最初の年度となる1928年度、他の
科目が80分であるのに対して、渡辺サク氏担当の「裁縫」
が10分長い90分となっている。「裁縫」は、廣橋芳野氏
が担当した翌1929年度こそ他の科目と同じ試験時間の
80分となっているが、ふたたび渡辺氏が担当した1930
（昭和5）年度には、120分と他の科目の1.5倍の試験時間
が配当されており、それに加えてさらに180分を充てる
「裁縫実地試験」も課されている。この「裁縫実地試験」
はその後、「和裁実演」（1931（昭和6）年度）、「和裁実
際」（1933（昭和8）年度）、「和裁実地考査」（1934（昭和
9）年度）、「和裁実習」（1935（昭和10）年度）などと、た
びたび名称を変えながら、1940（昭和15）・1944年度を
除いて、試験として課され続けた。
　もうひとつ、実技重視を現す点として、デッサンや
図解を求める問題が多いことに注意しなければならな
いであろう（表中の▲印参照）。大橋富枝（トミエ）氏が
担当した「洋裁」（あるいは「洋裁理論」）において、例え
ば1930年度の第一問で「パージ、ヅ、モードノ十二頁

十五年戦争期の女子専門学校「裁縫」試験問題
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八一一番ヲデツサンセヨ」とあり、おそらくは当時の
ファッション誌と推測される『パージ、ヅ、モード』に
掲載されている洋服をデッサンするという出題がなさ
れている。翌1931年度第一問でも同様に、「ランシェリー
　エレガント ノ三頁二十九番ヲデツサンセヨ」という
出題がなされいる。以後も出題者として見えない1932
（昭和7）年度を除き1940年度まで、「洋裁」の試験問題
において大橋氏は、提示した図（洋服・洋服の際に着用
する下着など）のデッサン・製図・作図を出題し続けて
いる（図参照）。このように、単純に洋服を縫製する技
術だけではなく、その洋服を制作する際に必要とされ
るデッサンや製図など、図を描く技術をも習熟するこ
とが求められていたことが知られるのである。
　こうしたデッサン・製図の技術を問う傾向は、「洋裁」
だけではない。「和裁」（あるいは「和裁理論」）において
も、実際にある和服を制作するという仮定に立ち、寸
法や裁ち切り方などを記入して、それを図解すること
を求める問題、例えば廣橋氏が担当している1932年度
「和裁理論」第一問のような問題が、ほぼ毎年のように
出題されている。「和裁」においても、和服を制作する
前提となる裁ち方図作成の技術を習得していることが
求められたことが判る。
　さて、先に触れた大橋氏について大丸弘氏は、「大橋
はロンドンで二年、パリで四年、オートクチュールの
技術を学び、その著書《洋裁の理論と実際》は、翻訳臭
は気になるものの、当時の洋裁界にとっては、有益な
ものであったにちがいない」と指摘し、「樟蔭女専の洋
裁は、（中略）大橋富枝教授の就任によって、きわめて高
い水準となった」と評価している４）。かつて筆者が樟蔭
女専および樟蔭高等女学校の体育教育について朝輝記
太留氏を取り上げ、それが最先端の内容であったこと
を指摘したのと同様に5）、樟蔭女専の洋裁教育もまた、
当時の最先端を行く内容であると同時に、極めて高い
水準にあったことを確認しておきたいと思う。

Ⅱ�　「裁縫」試験問題に関する若干の考察―戦争と試験

問題―

　試験問題を翻刻、紹介する時期が、いわゆる十五年
戦争の時期と重なり合うことから、筆者はこれまでに
も樟蔭女専で実施された試験問題における戦争の影響
を指摘してきた6）。かつて家政科の試験問題に関わっ
て指摘したように、「家事経済」という科目は当時の社
会状況を広く反映していたが7）、技芸科における「家
事経済」の試験問題についても同様である。たとえば、
1943（昭和18）年度「家事経済」第一問において、「主婦ノ

消費経済ニ関スル知識量ノ大小ガ戦争完遂上大ナル関
係ヲ有スル所以ヲ説明スベシ」という問題が出されてお
り、「戦争完遂」を前提として、主婦の消費経済に関す

図　1934（昭和9）年度「洋裁」（第１問力）出題図
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る知識の重要性が問われている。銃後の主婦の自覚が
問題とされているとも言えよう。ただ、こうした「家事
経済」のような社会状況を反映し易い科目以外では、既
に指摘したように技芸科の「裁縫」免許に関する試験問
題が実技に大きな比重を置いていることから、顕著な
戦争の影響は見出し難い。けれども実技科目にあって
も戦争の影響は皆無ではない。そこで以下、「裁縫」免
許に関わる実技科目の試験問題に確認される戦争の影
響について指摘しておきたい。
　一見して明らかな変化を確認できるのは、1943年度
「和裁」の問題であろう。第三問では、「高等女学校の生
徒に現下の時局に鑑み衣生活に対する指導をなさんと
す、その要項を列挙せよ」とある。「現下の時局」という
文言が注目されるのであって、戦時下、高等女学校の「裁
縫」教員として生徒に相対した際、如何なる点に注意し
ながら指導すべきかという、極めて実践的な問題が出
題されている。戦争の影響は明らかであろう。
　さらに同年「和裁」第二問では、「高等女学校一年生に
裁切袖丈七八糎・裁切身丈一五〇糎の棒衽大裁単衣を
以て婦人標準服乙型二部式に更生し余り布にて下穿き
を作らしむる事を教授せんとす、如何なる注意を与ふ
べきか、なほこれに用ひる図解を示せ（但し本人の着用
するものとす）」という出題がなされている。使用する
用布を指定して、ある仮定にしたがい実作、あるいは
実作に必要な図を作成するという問題は、それまでの
「和裁」のみならず「洋裁」をも含む「裁縫」免許関係科目
の実技に共通する出題形式であり、そこに大きな相違
は無い。ただここで注目しなければならないのは、課
題として掲出されているのが、「婦人標準服乙型二部式」
であるという点である。
　十五年戦争中の1940年、国民服令によって男性用
の基準服として制定された「国民服」に対応する形で、
1942（昭和17）年２月に決定された女性用の基準服が「婦
人標準服」であった8）。そのうち、和服の特徴を備えた
ものが「乙型」であり、洋服の特徴を備えたものが「甲
型」、いわゆるもんぺ風のものが「活動型」と呼ばれてい
る。また「二部式」とはツーピース型を意味し、「一部式」
はワンピース型である。したがって「婦人標準服乙型二
部式」とは、和服様でツーピース型のものということに
なる9）。こうした戦時下における政府の服装統制に直
結する服装が試験問題の素材とされていることは、戦
争の影響以外のなにものでも無いであろう。
　そして翌1944年度の「和裁理論」では、「袖丈七十糎、
身丈一米十糎、其の他普通、右裁切にて仕立られたる
一枚の単衣あり、之を以てモンペイ及びその上衣を仕

立てんとす、型は任意に選定し裁方を図解せよ、但し
寸法は普通標準による」と、ついに「モンペイ（もんぺ）
およびその上衣」が素材として選ばれている。1944年に
樟蔭女専へ入学した田辺聖子氏の「制服のスーツすら着
たのは一学期だけで、あとはもんぺになった」との証言
にあるように10）、同年の二学期頃からは生徒自身がも
んぺ姿になっていたことからすれば、悪化する戦況の
下、身につけるものを自らの手で作るという意味にお
いて、現実的な技術の習得を求める問題であったと言
えよう。卒業後もすぐに役立つという意味でも、きわ
めて実際的かつ有用な技術の習得が求められたという
ことができる。これが戦争の直接的な影響であること
は繰り返すまでもない。やはり樟蔭女専にとって、そ
してそこで学ぶ生徒たちにとって不幸な時代であった
といえよう。

おわりに

　以上、樟蔭女専技芸科の試験問題を概観し、その注
目点について見てきた。技芸科の試験問題が「裁縫」の
中等教員資格に関わるものであることから、「和裁」「洋
裁」の実技に大きな比重がおかれていたことを指摘し
た。そしてその実技の中でも、デッサン・図解などを
求める出題が多くなされていることから、単純に裁縫
技術の巧みさを求めるのではなく、和服や洋服の制作
の前提となる図を描く技術の習得も重視されていたこ
とを指摘した。さらに、当時ヨーロッパで最新の知識
と技術を学んだ大橋富枝氏が教員として在職していた
ことに着目するならば、樟蔭女専の洋裁教育が、当時
最先端かつ高度な水準にあるものであったと考えられ
ることも確認した。また、実技重視の技芸科の試験問
題においても、十五年戦争下、女性に着用が勧められ
た「婦人標準服」や「モンペイ」を題材として、その制作
に関わる出題がなされていることから、戦争の影響を
確認できることを指摘した。ただ、なにぶんこうした
服飾の分野について筆者は全くの門外漢のため、大き
な誤りや見落としをしていることを恐れる。専門の方々
からのご助言、ご叱正を仰ぎたいと思う。
　さて、本稿で技芸科の試験問題を紹介したことによ
り、樟蔭女専設立当時に設置された国文・家政・技芸
三学科の1945年度までの『試験問題集』に載る試験問題
を公開することができた。それぞれの試験問題を紹介
した際に、その特徴や、特に戦争が及ぼしている影響
については若干の考察を加えてきた。しかしながらさ
らに進んで、当時の樟蔭女専の具体的な教育内容との
すりあわせや、あるいは当時の女子高等教育の中でそ
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れらが有する意味などについての検討は残したままと
なっている。今後は、他の資料を参照しながら、樟蔭
女専における教育の具体的様相を描き出して行くとと
もに、昭和戦前期における女子高等教育に関する研究
としての考察を深めて行きたい。

１） 中等教員無試験検定認可を獲得した前後の時期にお
ける樟蔭女専の状況については、拙稿「『職員會誌』
から見た昭和初期の樟蔭女子専門学校」（『大阪樟蔭
女子大学論集』第42号、2005年）を参照されたい。

２） 拙稿「十五年戦争期の女子専門学校国語試験問題」
「十五年戦争期の女子専門学校『家事』試験問題」（『大
阪樟蔭女子大学論集』第46号・第47号、2009年・
2010年）。

3） 1945年度が、技芸科として最後の1943（昭和18）年
度入学生が卒業年次を迎える年度であることも付記
しておく。

４） 大丸弘「現代和服の変貌 Ⅱ−着装理念の構造と変 
容−」（『国立民族学博物館研究報告』10巻１号、

1985年）186ページ。
5） 拙稿「新収集資料に見る大正～昭和初期の樟蔭学園」
（『大阪樟蔭女子大学論集』第44号、2007年）207～
216ページ。

6） 前掲注２）に同じ。
7） 前掲注２）拙稿「十五年戦争期の女子専門学校『家事』

試験問題」。
8） 「婦人標準服」については、高橋晴子『年表　近代日

本の身装文化』（三元社、2007年）469ページ掲載の
図を参照されたい。

9） 「婦人標準服」は、当時ほとんど普及することはな
かったようであるが、戦後の女性の洋装化において
大きな促進要素となったことが指摘されている（『読
売新聞』「家庭面の一世紀　女性と戦争（10）「標準服」
洋装の契機に」（2010年8月3日）参照）。

10） 『樟蔭学園創立七十周年記念誌　樟の輝き』（学校法
人樟蔭学園、1987年）5ページ。

［付記］ 本稿は、2003～2010（平成15～22）年度大阪樟蔭女
子大学特別研究助成費による成果の一部である。
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